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試合番号 ： 417 試合会場 ： ひたちなか市総合運動公園総合体育館 観客数 ： 1,333

開始時間 ： 13:00 終了時間 ： 15:03 試合時間 ： 02:03 主審： 高橋　宏明 副審： 澤　達大

日立リヴァーレ 通
算

6 勝 15 敗

1

22 第1セット 25

3

デンソーエアリービーズ 通
算

17 勝 2 敗

ポイント： 21 ポイント： 48

監
督
コ
メ
ン
ト

　レギュラーラウンド最後の試合、ホームゲームで沢山の温かいご声援あ
りがとうございました。
　今日のデンソー戦をしっかり勝ち切り、年明けのチャレンジ４へつなげ
たかったが、このような形で年内最終戦を終えたことを悔しく思います。
　自分たちの修正すべき点をしっかり見つめ直し、チャレンジ４へ向けて
気持ちをつくっていきます。
　厳しい戦いが続く中でも、毎週末ご声援を送って下さる皆様には本当に
感謝しております。
　来年も引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。

20 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　今日もたくさんの方々にご声援いただけたことに深く感謝いたします。
ありがとうございました。
　相手のホームゲームという雰囲気の中でも、序盤から良い入りができま
したが、速い攻撃に押され始めた時に、流れを持っていかれてしまいまし
た。
　第４セットは長いラリーを取れたり、オフェンスが機能しました。途中
にアクシデントもありましたが、チームで乗り越えることができました。
　2019年を良い形で締めくくれたので、2020年初戦のホームゲームを勝ち
切るために準備していきます。

25 第３セット 18

20 第４セット 25

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　第１セット、どちらのチームも粘り強い守りを見せ、終盤まで拮抗した展開。デンソーエアリービーズは、兵頭や中元の攻撃を中心にポイントを重ねていく。日立リヴァーレは、タップや長内の攻撃を中
心に、渡邊や窪田を織り交ぜポイントを重ねていく。日立は点差を広げたい場面でサーブで攻めきれず逆転を許し、最後はデンソーがダイレクトアタックを決め、セットを先取した。
　第２セット、デンソーはシニアードや工藤の攻撃で、一気に点差を離しにかかる。日立はタップを中心に長内や渡邊の攻撃で粘ったが、中盤からデンソーが流れを掴みセットを連取した。
　第３セット、日立はスパイクが決まらず苦しい展開となるが、途中交代した上坂が流れを引き込み、渡邊が果敢に攻める。デンソーは工藤の攻撃を中心に追い上げるも、日立はタップのブロックが冴えわ
たりデンソーの追撃を許さない。日立はそのまま終盤の流れを引き込み、セットを取り返した。
　第４セット、どちらも負けられない思いから、白熱したラリーが続く。その中で流れを変えたのは、途中出場したデンソー東谷だった。デンソーは後半、東谷とシニアードが強烈なスパイクを立て続けに
決めて日立を突き放し、プレミアカンファレンスの優勝を決めた。

試合番号 ： 418 試合会場 ： ウインク体育館(姫路市立中央体育館) 観客数 ： 2,767

開始時間 ： 13:00 終了時間 ： 15:01 試合時間 ： 02:01 主審： 冨田　博一 副審： 國頭　亮太

ヴィクトリーナ姫路 通
算

3 勝 17 敗

1

25 第１セット 22

3

NECレッドロケッツ 通
算

10 勝 8 敗

ポイント： 11 ポイント： 30

監
督
コ
メ
ン
ト

　レギュラーラウンド最終週、ホームでの沢山のご声援ありがとうござい
ました。
　非常に悔しいゲームとなりました。
　それぞれがしっかりと役割を果たし、シーズンを通して課題としている
ことが１つでも多く達成できるよう、チーム一丸となって頑張っていきた
いと思います。
　明日も応援よろしくお願いします。

22 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　第１セットはサーブレシーブが安定せず、なかなか自分達のバレーがで
きませんでした。
　姫路のホームゲームということで、雰囲気に飲まれる場面も多かった中
、勝ち切れたことはよかったと思います。
　明日の試合も厳しい戦いとなると思いますが、スタートから自分達のバ
レーができるように準備していきます。
　本日も寒い中、沢山の応援ありがとうございました。明日も応援よろし
くお願いします。

20 第３セット 25

13 第４セット 25

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　ホームゲームで地元ファンとの一体感に包まれたヴィクトリーナ姫路とNECレッドロケッツとの対戦。
　第１セット、姫路はイブナ、貞包のアタック、吉岡の早いブロード攻撃で得点を重ねる。一方、NECは古賀、柳田が安定した攻撃で突き放そうとするが、中盤、粘り強いレシーブから攻撃に繋げた姫路がセ
ットを先取した。
　第２セット、序盤は一進一退の攻防が続いたが、NECは古賀のブロック、上野、柳田のアタックで得点を重ね、セットを取り返した。
　第３セット、姫路はスタートから起用された松本が活躍しアタックを決めた。NECは曽我、古賀の強弱をつけたアタックで姫路を翻弄すると、後半に上野の連続サービスエースが決まり、最後は島村のブロ
ックでセットを連取する。
　第４セット、NECの攻撃に対し姫路は好レシーブでつないだが、勢いを止めきれず、セットカウント３‐１でNECが勝利した。

試合番号 ： 419 試合会場 ： ウインク体育館(姫路市立中央体育館) 観客数 ： 1,700

開始時間 ： 16:00 終了時間 ： 18:23 試合時間 ： 02:23 主審： 城　智人 副審： 西中野　健

久光製薬スプリングス 通
算

9 勝 9 敗

3

17 第１セット 25

2

岡山シーガルズ 通
算

12 勝 6 敗

ポイント： 25 ポイント： 36

監
督
コ
メ
ン
ト

　予想していた通りかなりタフなゲーム展開となりました。
　選手たちが相手の軟打を織り交ぜた攻撃をブロックとレシーブで守り、
得点を重ねることができました。
　このような苦しいゲームを勝ち切れたことは、チームとして大きな自信
となりました。
　私たちは目の前の一戦一戦をしっかり戦い、上を目指していきます。明
日の大事な試合に向けてしっかり準備します。
　本日も沢山のご声援ありがとうございました。

28 第２セット 26
監
督
コ
メ
ン
ト

　第１セット、いい流れで勝利したにもかかわらず、第２セット、スター
トでややほっとした気の緩みを久光製薬につかれシーソーゲームとなりま
した。
　流れのないままのゲーム展開は過去の試合での反省と同じで、司令塔や
キャプテンがその流れを読んでプレーしていくことが、これからの大事な
勝利へと結びついていきます。
　本日は沢山の温かいご声援ありがとうございました。明日も頑張ります
のでよろしくお願いします。

19 第３セット 25

25 第４セット 22

15 第５セット 11

要
約
レ
ポ
l
ト

　対戦成績が互いに１勝１敗の両チームの対戦は、フルセットまでもつれる白熱したゲームとなった。
　第１セット、岡山シーガルズは、渡邊、金田の強弱織り交ぜた攻撃で久光製薬スプリングスを圧倒した。
　第２セット、久光製薬は石井、井上が得点を重ねて岡山を突き放す。挽回したい岡山だが、攻撃がブロックに捕まり、終盤まで久光製薬にリードを許す。岡山は代わって入った長瀬の攻撃から流れを引き
寄せてデュースに持ち込んだが、最後は新鍋の好プレーで久光製薬がセットを取り返した。
　第３セットは、佐々木のフェイント、渡邊のバックアタックで勢いに乗った岡山が久光製薬を引き離して、セットカウント２‐１とした。
　第４セットは、序盤から両チームとも粘り強いラリーが続き、流れが交互に入れ替わる展開となったが、中盤以降、新鍋、井上の攻撃で安定して得点を重ねた久光製薬がセットを取り、勝負の行方は第５
セットへ。
　最終セット、久光製薬は石井が勢いに乗り、岡山を一気に引き離す。その後もファビアナ、井上、新鍋の攻撃で岡山の追随を許さず、久光製薬がこの接戦に勝利した。

試合番号 ： 420 試合会場 ： 黒部市総合体育センター 観客数 ： 2,270

開始時間 ： 11:00 終了時間 ： 12:34 試合時間 ： 01:34 主審： 吉岡　奈々 副審： 佐々木　伸子

KUROBEアクアフェアリーズ 通
算

1 勝 19 敗

0

20 第１セット 25

3

PFUブルーキャッツ 通
算

4 勝 16 敗

ポイント： 5 ポイント： 14

監
督
コ
メ
ン
ト

　ホームでの最終週、チャレンジ４に向けて非常に重要なゲームでした。
　第１セット序盤からサーブレシーブが乱れ、リズムをつくることができ
ませんでした。相手のフェイントへの対応、こぼれ球の処理なども甘く、
簡単に失点してしまいました。もう少し冷静な判断ができれば、違う展開
になっていたと思います。
　明日は、トヨタ車体クインシーズとのレギュラーラウンド最終戦となり
ます。チャレンジ４に向けて勢いのあるゲームをしたいと思います。
　今後ともご声援よろしくお願いいたします。

20 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　レギュラーラウンド最終週に向けて、この１週間、モチベーション高く
練習してきました。その結果が勝利に結びついたと思います。
　開幕戦と比べて、チームとしても選手個人としても成長していると思う
ので、それを明日の試合で発揮できるように頑張ります。
　本日も沢山の応援を頂き、ありがとうございました。17 第３セット 25

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　スターカンファレンス５位のPFUブルーキャッツと６位のKUROBEアクアフェアリーズの北陸勢による対戦。今シーズンの対戦成績は１勝１敗の五分。勝ち越したいという意地と意地がぶつかり合う一戦とな
った。
　第１セット、PFUが島畑のサーブで相手を崩し、５‐０とリードする。中盤、KUROBEは雪丸のブロックなどで追いすがるが、PFUが堀口を中心とする攻撃で着実に得点を重ね、セットを先取する。
　第２セット、両チームとも好レシーブでラリーが続き、接戦のまま終盤まで進む。PFUが19‐18から津賀のブロックポイントと堀口のサービスエースの連続ポイントで抜け出すと、その後もリードを広げて
、セットを連取する。
　第３セット、後がなくなったKUROBEはローテーションを変更して浮島と白岩の攻撃などで得点するが、PFUは島畑の的を絞らせないトス回しと緩急織り交ぜた攻撃、高さを生かしたブロックで勢いに乗り、
ストレートで勝利した。

※本票の著作権は、一般社団法人日本バレーボールリーグ機構に帰属します。
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試合番号 ： 421 試合会場 ： 黒部市総合体育センター 観客数 ： 2,700

開始時間 ： 13:30 終了時間 ： 15:48 試合時間 ： 02:18 主審： 小野　将人 副審： 北村　友香

JTマーヴェラス 通
算

17 勝 4 敗

3

25 第1セット 20

2

東レアローズ 通
算

13 勝 7 敗

ポイント： 49 ポイント： 41

監
督
コ
メ
ン
ト

　高さとパワーのある東レに対して、自分たちの課題を１つ１つクリアし
ていくために良い準備をして臨みました。
　ゲーム中盤から自分たちのサーブが弱くなり、東レのミドルブロッカー
に決められ、ブレイクが奪えず試合のペースを持って行かれてしまいまし
た。
　終盤、代わって入ったたヒックマンが流れを変え、粘り強いバレーボー
ルで勝利することができました。
　ファイナル８に向けて、しっかりと自分たちのバレーボールをして、応
援してくださる方々に感動を与えられるように努力していきます。
　本日はありががとうございました。

23 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　苦しい試合になるのはわかっていましたが、第１セットから大事な場面
で先にスパイクミス、サーブミスといった相手を楽にさせてしまうプレー
を出してしまったのは悔しいです。
　また、ブロックとレシーブの役割や連携、チームのしつこさももう一つ
足りなかったと感じています。
　年末の黒部での大会でしたが、本当に多くの方々に大声援をいただき、
誠にありがとうございました。
　レギュラーウンド残りあと１試合、何としてでも勝利しファイナル８に
向けて弾みをつけなければなりません。
　どうぞ引き続き熱いご声援のほど、よろしくお願いいたします。

25 第３セット 18

17 第４セット 25

15 第５セット 12

要
約
レ
ポ
l
ト

　スターカンファレンス１位のJTマーヴェラスと２位の東レアローズの対戦。今シーズンの対戦成績は１勝１敗で、２試合ともフルセットにもつれ込んでおり、予想通りの接戦が繰り広げられた。
　第１セットは中盤まで互いに譲らず、一進一退の展開となる。16‐16からJTが林のスパイク、ドルーズの連続ブロック、田中(瑞)のサーブなどで５連続得点しリードすると、その流れでセットを先取した
。
　第２セット、東レが黒後のスパイクなどで得点を重ね16‐12とリードしたが、JTはドルーズのスパイクなどで５連続得点し逆転する。しかし、東レは小川、クランのスパイクなどで再びリードを奪うと、
そのままリードを守り、セットを取り返した。
　第３セットはJTが18‐16からドルーズのスパイクで５得点、サービスエースで２得点してセットを取ると、続く第４セットは東レが12‐９からクラン、黒後のスパイクなど８連続得点で流れを掴んでセッ
トを奪い返し、試合の行方は最終セットに移った。
　第５セット、序盤にJTが連続得点で８‐５とリードを奪ったが、東レはクラン、石川のスパイクなどで徐々に追い上げ、12‐12となる。そこから、JTは芥川のブロック、田中(瑞)のスパイクなどで３連続
得点し、接戦に決着をつけた。

試合番号 ： 422 試合会場 ： 黒部市総合体育センター 観客数 ： 2,800

開始時間 ： 16:35 終了時間 ： 18:28 試合時間 ： 01:53 主審： 森口　豊 副審： 中山　健

トヨタ車体クインシーズ 通
算

13 勝 7 敗

3

25 第１セット 19

1

埼玉上尾メディックス 通
算

12 勝 7 敗

ポイント： 35 ポイント： 36

監
督
コ
メ
ン
ト

　強力な攻撃力とブロック力を持つ埼玉上尾に対して、入念な準備をして
自信を持って挑むことをテーマに、勝利を収められたことを嬉しく思いま
す。
　埼玉上尾は岡山以外のチームから勝利を挙げているので、我々が敗戦の
教訓を生かして、どれだけ成長、進歩しているかを知る大事な一戦だった
と言えます。
　セッターの山上の安定と、チームのブロックとディフェンスに対する意
識は高まっているので、不断な努力で目標達成に向けて取り組みます。
　各地から応援ありがとうございます。声は届いています。励みとなって
います。

25 第２セット 21
監
督
コ
メ
ン
ト

　先週の同カンファレンス上位チームに対して２連勝できた勢いのまま、
絶対に負けられない一戦をチーム一丸となって勝利を目指して臨んだ試合
でした。
　第１、２セットは、本来私達がやらなければならないサーブで崩してオ
フェンスで押し切ることを相手のチームにやられてしまいました。
　第３セット以降はサーブで応戦し、お互いに譲らない攻撃戦になりまし
たが、第４セットはハイセットのトスなど大事な場面でオフェンスに繋げ
られませんでした。
　この試合で出た課題を明日の年内最終戦で体現できるように準備をして
いきます。
　本日も多くのご声援ありがとうございました。明日も応援よろしくお願
いします。

20 第３セット 25

25 第４セット 22

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　スターカンファレンス３位埼玉上尾メディックスと４位トヨタ車体クインシーズの対戦。両チームとも進出が決まっているファイナル８に向け、順位を上げるためにも大切な一戦。
　第１セット、トヨタ車体が６‐７から荒木のブロックとネリマンのスパイクなど５連続得点で勢いに乗り、その流れのままセットを先取した。
　第２セット、埼玉上尾はシュシュニャル、トヨタ車体はネリマンの両チームのエースを中心とした攻撃で中盤まで接戦となる。終盤、トヨタ車体が荒木の移動攻撃やブロックなどで徐々に点差を広げ、セ
ットを連取する。
　第３セット、後がなくなった埼玉上尾はリベロの山岸を中心とした粘り強いレシーブでつなぎ、シュシュニャルのスパイクや相手のミスなどで得点しリードする。中盤、トヨタ車体がネリマンのブロック
やスパイクで逆転するが、埼玉上尾が三浦のブロックで再逆転し、冨永の意表を突いたツーアタックなどでリードを広げ、セットを奪い返す。
　第４セット、トヨタ車体が藪田、ネリマンのスパイクや渡邊のブロックなどで16‐10と大きくリードする。埼玉上尾もシュシュニャルのサービスエースなどで１点差まで詰め寄るが、トヨタ車体が渡邊の
移動攻撃などで逆転を許さず、このセットも取り、ファイナル８に向けて勢いをつける勝利を収めた。

試合番号 ： 試合会場 ： 観客数 ：

開始時間 ： 終了時間 ： 試合時間 ： 主審： 副審：

通
算

- 勝 - 敗
第１セット

通
算

- 勝 - 敗

ポイント： - ポイント： -

監
督
コ
メ
ン
ト

第２セット

監
督
コ
メ
ン
ト

第３セット

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

試合番号 ： 試合会場 ： 観客数 ：

開始時間 ： 終了時間 ： 試合時間 ： 主審： 副審：

通
算

- 勝 - 敗
第１セット

通
算

- 勝 - 敗

ポイント： - ポイント： -

監
督
コ
メ
ン
ト

第２セット

監
督
コ
メ
ン
ト

第３セット

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

※本票の著作権は、一般社団法人日本バレーボールリーグ機構に帰属します。


